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C3 汎用 自動組み版 システムの一例

昆野 誠司 ,関谷 敏郎 (管理工学研究所 )

望月  昭  (大 倉 商 事 )

leは しめ に

組み版作業は ,ニ ュース性のある記事を扱 う新聞 ,週刊誌と ,単行本 ,辞典や ,名刺などの「 はもの 」とでは ,その

工程が異なってくるが ,こ こでは 1つ 1つ について詳細に述べることを避け ,現在 ,活版印刷で行なわれている ,編集

者と植字者の仕事のみ見てみる.

編集者と呼ばれる人は ,原稿に ,そ の文字の大きさ ,書体を書き込み ,そ の他 ,行の幅 ,行間隔 ,字下げ部分 ,強制

的に改行する個所など植字に必要な情報を書き込む.そ して必要 とあればベージのレイアウトを作成 し ,原稿とともに

植字者にわたす.

植字者の作業を一口でいってしまえば ,「 ページという枠の中に原稿の 1字 1字 を入れて行 く」ということになる.

ただしページレイアウトがない場合 ,ま たはあっても ,原稿の文章があふれたり,ス ペースが余 った場合 ,枠の調整の

作業は ,困難になり ,植字者の熟練と ,知能が要求されることになる.

この植字者の仕事を ,自 動植字装置と ,こ れをコン トロールする汎用計算機のソフトウェアとで代行させようとして

開発されたものが ,組み版 ソフトウェアである.

OCS(大 倉組み版システム )は VIDEO COMPと いう自動植字装置を働かせるために開発された組み版 ソフトウ

ェアである。

組み版 ソフトウェアの中心になる組み版 プログラムはHITAC 8400(コ ア128K)用 にコーディングされたもの

である.

OCSで は ,編集者が ,植字者にわたす原稿と組版指定およびページレイアウトをOCL(大 倉組み版言語 )を使 っ

て表わし ,こ のOCLで表現された組み版指定およびテキス トを組み版プログラムが入力し ,組み版指定を解読 しなが

らテキス トを組み版処理することになっている.

このOCSを 開発するに当って ,当然のことなから問題となった点は ,編集者 と植字者の間で取 り交される組み版指

定は ,かなり植字者の熟練 と知能を要求されている。そこで ,植字者の代行としてそのまま組み版プログラムを設計す

ることは非常に困難に思われたので ,OCSな りに組み版に対する考え方を検討 し ,OCLと 組み版 プログラムの設計

を行なった。OCSの 開発は昭和 44年に始ま り,45年 11月 に最初のシステムが出来上 った.そ の後編集者の作業

を軽減させること ,そ してさらに ,も っと汎用性を求めて改良し ,現在第 3期の改良を行なっている.

2.OCSの 組 み 版 に対 す る考 え 方

2。 1 0CSの 構成

OCSは 基本的に 3つ のプログラム群で構成されている.

(|)EDITER

これは各種漢字テレタイブ ,紙テープバンチ ,カ ードバンチ ,磁気テープ出力装置などから出力された紙テープ ,

カード,磁気テープ上に記録されている文字をOCS特 有のコードに変換 し ,フ ァイルにまとめ ,組み版プログラ
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ムの入力を作成する。またグラの校正によって得 られた修正データによリファイルの修正を行なうという機能をも

っている.

(‖ )COMP… 組み版 プログラム

これは組み版そのものを行 うプログラムであるが ,2つ に大きく分けられ ,1つはOCLの 解読 と ,も う一つは

解読によって得 られた組み版データによって文章の組み版をする。このプログラムは ,自 動植字装置の機種を限定

しないように設計したもので ,編集者の指定したページという枠の中で組み版する.

(|‖ )VCL… ビデオコン トロールプログラム

これは組み版 プログラムが編集者の指定したページといういわゆるロジカルな世界で組み版 したものを ,自 動植

字装置の出力の窓の大 きさに分けたり ,自 動植字装置をコン トロールするためのデ…夕を追加 したりする機能を持

っている.

2。 2 0CLの 概略

OCL(大 倉組み版言語 )の第 1の特徴は ,組み版とい う仕事の植字のアルゴリズムを直接記述するものでないこと

である.

物の形 ,属性を記述するための言語といえる.ま たOCLは 汎用を目的 としている.し たがって種々のページレイア

ウト,割付けを表現できるようにしている。OCLの 中には現在約 90種の指定があるが ,こ れを大別すると ,枠指定

と ,編集指定とに分けられる.

(|)枠 指 定

枠指定はベージレイアウトを記述するために用意した指定である.

(||)編 集 指 定

編集指定は ,文字の属性 ,割付けの形態などを記述するために用意した指定で ,こ の中に特別 4つ の指定だけ ,植

字のアルゴリズムを記述するのに助けとなるように用意した・

OCLで は ,従来の活版印刷 ,写植印刷では自明の事としていたような点についても新 らたな定義を行なっているの

で ,それらについてふれてみる。

22.1 文字の属性

組み版 という仕事で文字を取 り扱 う場合に ,文字には基本的に 3つ の属性があると考える。 3つ の属性とは ,「 字種」

「 書体」 ,「 大 きさ」である.

(!)字 種

いろはの「 い」とか ,ア ルファペットの“A"と いったもの.

(‖ )書 体

日本字 (漠字 ,かな文字 )でいえば ,「 明朝体」 ,「 ゴシック (呉竹 )体 」 ,「 清朝体 」 ,「 教科書体 」,… とい

ったものがあるが ,明朝体でも「 ××の明朝 」といったように多数の書体がある.

(|‖)大 きさ

普通 ,印刷で使われている文字の大きさを示す単位には ,「 ポイン ト」と「 号」がある.ポ イントで百えば ,4ボ

イン ト,5ポ イント,……で ,1ポ イン トは 1/172イ ンチである.

活版印刷では ,こ の 3つ の属性値がそろって 1つの活字が定まる.た とえば ,× ×の明朝 (単に明朝ともいう )で ,

8ポ イントの「 は 」と百えば 1つの活字が定まる.
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この 3つの属性の他に ,文章中その文字がどんな働きをするものてあるかを示す,言 ってみれば「 機能 」という属性

がある.た とえば ,ル ビ,上つき,下つき文字 ,他の文字に重ね合わせる重畳文字 ,あ るいは合成して 1つの文字とし

て扱 う文字といったものは ,本文の普通の文字と別の扱いをしなければならない.

OCLで はこのような 4つの文字の属性を表現できるような指定がある.

22。 2 文字の大 きさと形

活版印刷でも ,写真植字印刷でも ,記録媒体上に占める 1文字の面積の形は ,「 矩形 」てある。

漠字やかな文字の原則は ,「 正方形」であり。これを「 全角 」と呼んでいる。全角に対して ,日 本字の約物などでは

「 平角 」の文字がある.
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第 2.1図

第 2。 1図 に示す通 り ,全角とは ,文字の縦の長さ (高 さ )と 横の長さ(幅 )が等しい場合で ,半角 ,4分角は高さ ,

あるいは幅がそれぞれ他方の:,:の 矩形である.

これとは別に ,写真植字でよく使われる文字の描 き方に ,「 扁平体」 ,「 長体 」 ,「 斜体 」がある。これらは ,原形

が全角である文字に光学的な歪みを加えたもので ,第 2。 2図に示す通 り.
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第 22図

長体 :W<H 斜 体

以上のことから分かるように 。ここに 1つの仮定を設ける。

仮定 :  文字の形は ,ど の書体に限らず ,矩形とする.文字の高さと幅をもって矩形の「 縦の長さ」と「 横の長さ」

とする.斜体の形を平行四辺形とせず ,こ の平行四辺形を含む横長の矩形とする.

2。 2。 3 縦組と横組 ,縦書きと横書き

記録媒体上で ,文章の文字を縦方向に並べることを「 縦組 」と呼び ,横方向に並べることを「 横組 」と呼ぶ・

これに対して ,文字の上下を互に隣接 して並べることを「 縦書き」と呼び ,左右を互に隣接して並べることを「 横書

き」と呼ぶ.縦組はほとんどの場合 ,縦書きであり,同様に横組は横書きである.し かし ,和文の組み版の場合 ,第 2。

3図 に示すように ,縦組で横書きの例がある.横組で縦書きの例を筆者は未だ見たことがない.
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第 2。 3図

ここで定義した「 縦書き」および「 横書き」という言葉は ,OCL(大 倉組み版指定言語 )で使用 している言葉で ,

一般に用いられている概念 とは多少異なるかもしれない.

2。 2.4 行とコラム ,お よヽびその大 きさ

文章の文字を読む順番に 1列に並べたものを「 行 」と呼ぶ・ 縦組の場合は ,上から下へ ,横組の場合は左から右へ並

べる.

そして ,行を1列に並べたものを「 コラム」と呼ぶことにする.縦組の場合は ,行を右から左へ ,横組の場合は行を

上から下へ 1列 に並べる。

ここで言う「 コラム」とは ,新聞 ,あ るいは雑誌などで「 乳 」と呼んでいるものと同じである.「 段 」という概念を

拡張したいために .コ ラムと呼ぶことにした・

文字の形を矩形と仮定 したが ,こ こでさらに仮定を加える.

仮定 : 行および ,コ ラムの形を矩形とする.

組み版では ,行の大 きさを ,そ こに並べる文字の大きさから定め ,そ してコラムの大きさを ,そ こに並べる行の大 き

さから定めるということを一般的には行なわない.む しろ ,積極的にコラムの大きさを定め ,行の大きさを定め ,そ し

て行の中に文字を納めるという考え方を取る.こ れら ,行やコラムを ,文字を納めるための「 枠 」と考える.

矩形の行の縦方向の長さと ,横方向の長さを次のように定義する.

行で ,文字の並ぶ方向を「 字並び方向 」と呼ぶ.し たがって ,縦組の行では ,縦方向が字並び方向 ,横組の行では ,

横方向が字並び方向となる.矩形の行の字並び方向の長さを ,「 行の長さ」と呼び ,こ れに直交する他辺の長さを「 行

の幅」と呼ぶ・

行が一列に並んだものをコラムと呼んでいるが ,矩形のコラムの ,行が並ぶ方向を「 行並び方向 」と呼ぶ.コ ラムで ,

縦組の行が 1列 に並ぶ場合は ,コ ラムの横方向が行並び方向 ,横組の行が 1列に並ぶ場合は ,コ ラムの縦方向が行並び

方向となる.行の字並び方向をもって ,コ ラムの字並び方向とする.

コラムの字並び方向の長さを「 コラムの長さ」,行並び方向の長さを「 コラムの幅 」と呼ぶこともある.

2。 2。 54重 の 枠

OCLで は ,1ペ ージ内の文字は ,基本的に 4重の枠の中に位置ぎめされるものと仮定 している。

一番外側の枠を「 ページ」と呼ぶ・ その内側に ,任意の位置にある枠が「 コラム」という枠であり,そ の中に「 行 」

という枠があり ,行の中に「 マス」という枠があって ,その中に文字が存在するものとしている。マスの中には文字 1

字 ,重畳した文字とされた文字 ,合成された文字が入るo従 って ,マ スの大 きさは ,そ の中 に入 る文字 1字 ,ま たは重

畳文字 ,合成文字の大 きさによって定める.
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2。 2.6 コラムの中のコラム ,行の中のコラム

OCLで は ,基本的には 4重である枠について ,コ ラムの中のコラム ,行の中のコラムという拡張を認めている。

このコラムの中のコラム ,行の中のコラムを ,4重の枠のコラムと区別して「 浮動 コラム」と呼ぶ .

OCLで は ,ベ ージ内のどの文字も必ず行という枠の中に入っているものとしている.そ して行 もまた必ずコラム ,

または浮動 コラムという枠の中に入っているものとしている.

そして ,編集者がページ内で ,文字 ,行の位置ぎめを直接できないようにしてある.

コラムと浮動コラムの考え方の相違は ,コ ラムはベージレイアウト上で ,ベ ージ内での位置を固定的に指定する枠で

あり ,浮動コラムはコラム内で相対的な位置を指定するか ,あ るいは全 く ,そ の位置ぎめを組み版プログラムにまかせ

る枠である.

2。 27 ページ内の文字の位置ぎめ

組み版処理の最終目的は ,ベ ージという枠内での文字の属隆値を求めることと ,位置ぎめをすることであるが ,4つ

以上の枠を通 して ,次のように文字の位置を定める.

(|)行の基点からの文字の基点の位置

(‖ )コ ラムの基点からの行の基点の位置

(Ⅲ)ペ ージの基点からのコラムの基点の位置

基本的にはこの 3段階で 1つ の文字のベージ内での位置が定まる.コ ラムの中にあるコラム(浮動 コラムのこと)中

の文字については ,再に ,コ ラムの基点からの浮動 コラムの基点の位置が求められる.

OCLでは ,行という枠が ,コ ラムという枠に含まれず ,裸でページ内に存在することはなh必 ずコラムか ,浮動
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コラム中に含まれている.同様にマスは必ず行に含まれている。したがって ,1字 ,1行のコラム ,ま たは浮動コラム

が存在することになる.

OCLでは ,編集者が必ず指定 しなければならない枠の基点は ,コ ラムの基点 と ,特別な目的で使用する ,コ ラムの

外側に存在する浮動コラムの基点のみである.行の基点とマスの基点については陽に指定することができないようにな

っている.

第 2.5図 に示す通 り,ペ ージの基点は常に右上隅とする.

コラムの基点は ,縦組コラムの場合はコラムの右上隅 ,横組コラムの場合はコラムの左上隅としている.

第 2.5図

2.2.8 シノニムとフォーマット

この「 シノニム」と「 フォーマット」とはOCL特有の呼び名でフォートランで言えば ,文関数 ,外部関数 に対応す

る概念である.

ある組み版指定とテキス ト文字の文字列に名前をつけて定義 しておき ,組み版指定でその名前を指定することによっ

て ,組み版指定 とテキス ト文字の重複を避ける目的で考えられたものである.こ れによって ,各ページの柱 ,ノ ンブル

等で ,あ るいは表組などの見出し部分なぞ ,何 回も同じ組み版指定 とテキス トを指定 しなくてもすむ.

3.組み版 プ ログラムの 自動 処理

編集者が ,ベ ージレイアウト等で ,ベ ージ ,コ ラム,行 といった枠の大きさ ,位置を指定し,組み版プログラムはそ
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τtっ社もに

の枠に入れるべき文章の文字を 1字 1字その枠に納めて行 くわけであるが ,

(|)1行に納める文字の幅 (行並び方向の長さ )が必ずしも行幅と一致 しない場合がある.

(11)1行 に納める文字の長さ (字並び方向の長さ )の和が,行長と一致 しない場合がある.

(Ⅲ)用意したコラムという枠に文章の文字が入り切れない場合 ,ま たコラムのスペースが余る場合がある.

といったように ,ベ ージレイアウトの段階て ,文章が丁度納まる枠を設計することも ,ま た枠に合わせて文章の長さを

調整することも一般的に言うと困難である。ある定めたページレィアゥトに対して ,文章の文字を植字して見て ,その

結果 ,ベ ージレイアウトを修正し ,ま た植字するといったことを何回か繰 り返さなければならない.

組み版プログラムの自動処理の主たる目的は ,こ のページレイアウトの修正の回数を出来るだけ少なくすることにあ

る.

OCSの 組み版 プログラムでは ,こ の目的のために次のような自動処理をし ,こ の自動処理の助けとなるような組 み

版指定をい くつか用意 してある。

{1)行中で文字の行並び方向での位置ぎめ.

行内割付け指定 (行並び方向 )を用いる.

{2)行幅の調節

行に含まれる要素の行並び方向の長さの最大値を行の幅とする。

13)字間調節 ,語間調節 ,任意の個所への空自の挿入・

1行に納める文字の長さ (字並び方向 )の 和が行長より小さい場合 ,余 ったスペースを ,字間 ,あ るいは語間に

均等に挿入する.行内割付け指定 ,語間スペース指定を用いる.ま た余ったスペースを指定された場所に挿入する.

これは可変スペース挿入指定を用いる.

(4)行頭 ,行末への空自の挿入 .

行端字空指定を用いる.

(5)り …ダ文字の挿入 .

リーダ指定を用いる。

(6)自 動的な改行・

1つの文章が複数の行を必要 とする場合 ,1行に納める文字の字並び方向の長さを見ながら ,自 動的に改行させ

る際の ,行末 ,行頭にかかる約物の禁則処理 ,約物のぶらさげ処理 ,英文 ,欧文の場合の話のハイフネ…ション処

理によるハイフン文字の挿入 ,複数個連続する約物の平角扱い ,等の処理を行なう・

{7)浮動 コラムの ,行並び方向の長さ ,字並び方向の長さの拡張 ,短縮 .

浮動コラムに入れる文章の長さより,行並び方向の長さ ,字並び方向の長さを調節する.

(8)行間調節 と任意の個所への行間空自の挿入

コラム ,浮動 コラムに ,行並び方向で余分なスペースが出きた場合 ,余分なスペースを行間に挿入する.

行間割付け指定を用いる.

19)コ ラムの行並び方向の長さの短縮

コラムで行並び方向に余分なスペースが出きた場合 ,(8)の ような処理をせず ,コ ラムの行並び方向の長さを短縮

する.

tO コラムの行並び方向に直交してそのコラムを分割する.

u⇒ 浮動コラムの行並び方向に直交して,ま た字並び方向に直交して,その浮動コラムを分割する.

―-140-―



01 追込み処理

もともと1つの文章 ,あ るいは 1つ の表組の文字列のために設計したページレイアウトのページに ,余分なスペ

…スが生じたため ,他のベージレイアウトのページに割 り当てるべ く予定 していた文章をこのベージに追い込むと

いったことがよくある.こ れは 2つ のページのページレイアウトを重ねあわせる形になる。OCLでは ,文章の途

中にページレイアウト変更を示す枠指定を挿入し ,{1)～ 01)ま ての自動処理と枠の再指定を組み合わせ ,追込み処

理を行なう.

03 コラム,浮動コラムという枠を囲むタイ線 ,行間ケイ線 ,メ ブ間のケイ線のページ内での位置,長さを自動的に

決定する.

以上述べた自動処理は ,主にページレイアウトと文章の長さが一致しない場合に行なうものでページレイアウトの自

動修正ともいうべきものであり ,文章の量 ,長さによって枠の大 きさ ,位置を適当に定めなおす ものである.こ の自動

処理を助けるためにい くつかの組み版指定を用意してある.

(A)割付け処理指定

・行内割付け (字並び方向 )……行の要素の行頭よせ

……・ 〃  行末よせ

…̈・ 〃  中央揃え

……ジャスティファイ

行内割付け (行並び方向 )……行の要素の右 (上 )よ せ

……  〃  左 (下 )よ せ

……  〃  中央揃え

行間割付け……コラム内での行の先頭よせ

… ・̈  〃     末 よせ

……・  〃    中央揃え

……ジャスティファイ

(B)語間スペース指定

◎語間スペース挿入の位置を指定する指定

◎スペ…スの基本的な長さ(字並び方向 )指定

◎  ″  最 大 の長 さ   〃

◎  〃  。最 小 の長 さ    〃

(C)可 変スペース指定

◎可変スペース挿入の位置を指定する指定・

(D)リ ーダ指定

◎ リーダ文字を余ったスペース分だけ複数個 ,作 り出して挿入する位置を指定する指定・

(E)約物のぶらさげ ,ハ イフネーション ,約物の平角処理指定・

◎約物のぶ らさげ処理をするか否かを指定する指定

◎ハイフネーション処理をするか否かを指定する指定

◎約物の半角処理をするか否かを指定する指定
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(F)行端字空指定

英文でも和文でも ,文章の最初の行の行頭 ,あ るいは強制的に改行 した次の行の行頭 ,す なわちパラグラフの先

頭の行の行頭をよく1字分字下げしている。逆に第 2行以下の行頭を何字分か字下げしていることがある.ま た行

末を何字分か字上げしている場合 もある.こ のような行端の字下げ ,字上げを指定する.

またOCSの 組み版プログラムでは次のような自動処理も行なう。

(1)本文のルピ付 き文字に対するルビ文字の位置と大 きさ ,書体の決定・

(2)本文文字に対する上つき ,下つき文字の位置 ,大 きさ ,書体の決定・

これらはすべてある約束に従って ,決定するもので ,編集者が別にルビ指定 ,上つ き ,下つき指定で位置 と大 きさ ,

書体を指定してもょい.それらの指定がない場合に ,プ ログラムで決定する.
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